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深瀬 幹雄

§1．研究の目的

本校数学科でほ，5年前から，中学と高校の新入生および中学全学年に対し，基本的な計算問

題を中心に，本校生徒の学力調査を行ない，生徒の実態を把握し，カリキュラム作成のための参

考資料としている。

（1）新入生言†算力調査

本校に入学する生徒の大部分は，公教育以外の検閲でも学習経験をもち，本来，未習であるは

ずの内容まで学習している老が多い。

そこで，中lまたほ高1に入学した生徒が，すでに，当該学年以上の学習内容を，どの程度に

理解し活用できるのか，その実態を調査。分析し，教材の検討および指導案づくりに役立てたい。

（オ中学校在校生言†算力調査

同一問題を全学年に実施し，学年進行によって，理解と定着の度合がどのように異なるのか，

誤答ほ学年に共通するものか，理解の差や誤答を分析することによって，生徒のおち入り安い欠

点を補い，今後の指導に役立てたい。

§2．中学新人生の調査問題と正答率

中学3年間で学習する内容から，数。文字。式計算をとりだし7分野に分けて〔表1〕のよう

に出題した。各分野に，原則として難易度の順に5題出題した。ただし，中3学年で学習する方

程式。不等式についてほ，まとめて5題とした。

各問につき，年度毎に正答率を数字で示す。
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〔表1〕新入生（中学）年度別正答率表 （毎年4月中旬実施）

分野 問 題 56年度 57年度 58年度 3ヶ年平均

正

の

数
の

四
則

（1）′12794TT653×6 92 93 90

88（％）

（2）2．76×3．15 91 87 89

（3）4．38÷2．15 89 87 78

（4）昔÷岩×孟
97 87 94

（5）3与＋4号÷3
81 84 77

（（1）～（5）の平均）、 （90） （88） （86）

正

負
の

数
の

四
則

（6）21－36＋45－17－71 93 92 87

83（％）

（7）24－18×3 98 98 98

（8）18×（7－12） 91 89 96

（9）（4－12）×（6－10） 73 75 77

（iO）5×（2－5）2＋6 51 63 63

（（6ト（lゆの平均） （81） （83） （84）

乎
方
根
数
の

計
算

（1i卜′函 69 74、 66

20（％）

（12）／面×′霜 22 5 18

（13）6ノラ－3′豆＋7ノ3＋5ノラ 5 10 4

（14）′汚…／誉テ＋′汚 3 5 3

（i9（2v信一3ノで）×／百 4 3 4

（（ilト（15）の平均） （占1）（19） （19）

文
字

英

次
式

の

加薬
法法

（16）5α肝2α＋3ム】α 67 63 46

27（％）

（17）（4α一3占）－（α－5占）40 39 25

（18）6α（2α－3あ）一占（3α冊5占）12 17 7

（19）（∬＋5）（ェ＋7） 26 30 14

控ゆ（3∬＋声）2＋（ェ…2〉（∬＋7）6 9 0

（（1¢～（対の平均） （30） （32） （18）

方
程

薬

次

（2i）3∬－5＝10 96 95 93

78（％）

¢2）14ェ＋2＝7ユ：＋23 97 97 92

（23）並＝旦－1ニ6諾…34 31 33 20

（24）〈恕諾8
95 97 92

約ほ三…琶15
72 84 77

（糾）～鐙勃の平均） （78） （81） （75）

方

程

築

哀

授ゆ ェ2＝25 3 6 11

1く4（％）

¢7）（ェー2）（ご…5）＝0 31 31 33

¢8）㌔＋8ェ＋12＝0 5 6 3

（¢6ト㈹の平均） （13） （14） （16）

不
等
式

（1次）

（29）3ェ＋2＞14 55 59 61

40（％）
伽）6（3一∬）＋2ェ＞26 18 26 16

（伽卜伽）の平均） （37） （43） （39）

〔註〕全問についての平均正答率：56年54％，57年55％， 58年51％
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〔表1〕より，次のことがわかる。

① この3年間の新入生の計算力。学習到達度ほ殆んど変わっていない。

④ 正負の数の四則。一次方程式。二元一次連立方程式についてほ，簡単な問題；（6），（7），（8），

糾，的，¢勾ほ，大部分の生徒が習熟している。

④ 文字や記号の意味が理解されておらず，文字式の計算ほ身についていない。

上記のことから，単に機械的に計算方法を記憶し，反復練習（ドリル）によって，正答率が

高まっているように考えられる。

④
一次方程式と一次不等式の理解度・犀着度の落差が大きい。

㊥ 問題帥のJ扇についてほ，半数以上の生徒が正しく答えているが，問題¢ゆの∬2＝25にな

ると正答が少ない。

このことは，平方根の意味を正確につかんでいないことを表している。自学自習による理解

不足であろう。

以上から，中3で学習する内容も，すでに，1，2割の生徒が，一応理解しているものと推察

される。

§3．高校新人生の調査問題と正答率

高校で学習する内容から，基本事項をとりあげ，計算方法さえ既知ならば，正解に達する問題

を〔表2〕のように8分野に分けて出題した。ただし，57年度は都合により，調査を実施するこ

とができなかった。

各問につき，年度毎に正答率を数字で示す。
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〔表2〕新入生（高校）年度別正答率表 （毎年4月中旬実施）

（11）

分野、 問 題 55年度 56年度 58年度

数

′と

式

（1）（、乃＋1）（5′夏－3） 96 90 88、

（2）㌔－∬＋1＝（∬一口）2一口 6d 41 29

（3）α3＋8占3＝（α＋2あ）（） 76 65 43

（4）㌔ダー㌔g十㌔z－エ㌔の因数分解
、66

64 36

（5）去＋誌；＋すも
65 51 37

方

程
式

不
等
式

（6）㌔＋2こじ－1：ニ0 91、 69 74

（7）和が2，積が－3である2数 94 71 93

（8）ェ3＋∬－2＝0 44 37 22

（9）㌔－1＜0 70 72 43

三角比
（1¢sinβ＝‡

22 24 16

ベ

ク

ト

ノレ

行

列

（11）（－2，－1）－（－5，2） 80 51 28

（1み（1，－2）＋3（2，－1） 81 52 28

（l劫（－2，1，4）＋（3，－2，－3） 81 52 28

（14）（1，－2）・（2，－1） 16 14 7

（帽（重言ト（塁壬）
64 42 18

図

形

と

式

（鳩 2ユ：－3y＋1＝0とg＝∬－1の交点 92 88、 77

㈹
ダニ2エー4とα∬＋y＋1ニ0が直交

83 76 43

（1紛
y＝2ご＋5とダ＝㌔＋2との交点

94 83 61

（畑（∬－1）2＋（ダー2）2ニ3の中心・半径63 38 21

¢¢
ご＋g＋1＝0と㌔＋（ダー1）2こ2の交点

57 38 25

次

関

数

¢1）訂＝－2㌔の頂点の座標 98 92 78

な2）y＝2（エー3）2＋1の頂点の座標 86 79 35

¢却 y＝㌔一触＋1の頂点の座標 83 76 33

藁・董
（Z¢ダニ、′乍㌻＝了の定義 65 46 20

な斡9与 41 35 16

微

分

磯

分

㈹ y＝2ェ＋1の〔－1，3〕の平均変化率 93 69 83

¢乃 ダニ2㌔＋1の〔1，3〕の平均変化率
84 60 74

（2斡ダ＝㌔－7㌃＝のとき慧12 14 1

按分メ∬＋2）血
10 14 1

榊ぷ（∬＋紬
9 16 2
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〔表2〕より，次のことがわかる。

① 中学で学習したもの，あるいほ，中学の学習を通して類推できるもの，たとえば，（1），（6），

（7），¢カ，糾，¢如こついてほ，過去3年間かなり高い正答率を示している。

④ いままでに用いられたことのない記号や文字を用いたもの，たとえば，（1），（6），（7），¢ゆ，

糾，¢ゆについてほ，当然のことながら，低い正答率を示している。

㊥ 高校で初めて学習する概念。式を用いたもの，8カ，8勿，¢凱8頚，¢頚，¢ゆ，糾についてほ，

正答率に年度差が見られる。

④ 55年度と56年贋を比較すると身多く野問題で，特に（2），（7），帥，¢勿，8頚，¢句，¢凱帥，¢勾，

¢ゆ，¢カほ20％近く，またほそれ以上の正答率の差が見られる。

㊥ 56年度と58年度を比較すると，多くの問題，特に，（3），（4），（9），帥，¢カ，¢頚，¢れ8ゆ，¢カ，

¢頚，¢ゆほ，20％近く，またほそれ以上の正答率の差が見られる。

以上より，生徒の意識ほ，先取りして学習するということより，現在学習していることにカを

入れるように変化しつつあると思われる。今後の継続した調査が必要である。

§4，中学在校生の調査問詰と正答数

在校生の調査問題ほ，代表的な計算問題を10分野から選び，中学3学年の共通問題として作成

した。10分野の中には，学年によって，未習および既習の別があり，できる問題とできない問題

があるが，できない問題ほそのままにして，次の問題を解答するよう指示した。

調査の目的ほ，学年進行にともなう習熟度の相違にあるが，本校で未習であっても，他機関で

既習の問題もあり得るから，その実倦も合わせて把握するため，〔表3〕のような調査問題をご

未習既習の別なく全学年に解答させることにした。

各問につき，学年毎に正答数を数字で示す。各学年の人数ほ，それぞれ120名である。
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〔表3〕 学年別習熟度調査集計表 （毎年7月中旬実施）

分

野

間
題
番

問 題

正 答 数 誤 答 数 無 答 数

中 空 空 中 空 空 中 空 聖
号

有
理
数
の

計
算

（1）
2号×0・75－1去÷1・5

91 100 99 27 20 20 2 0 1

（2）48－28÷（－4） 100 102 110 20 18 10 0 0 0

（3） －5×（－2）－（－3）2
108 112 112 10 8 8 2 0 0

無
理
数
の

計
算

（4）3、福一4ノラ＋2、福一3、斤 20 37 112 24 12 7 76 71 1

（5）／福一凋＋ノ亨喜 5 22 108 29 19 11 86 79 1

（6）乃一夫
12 20 99 、16 20 18 92 80 3

（6）為＋ぅ缶 2 10 87 17 11 29 101 99 4

（8）仰一周 1 9 31 19 15 45 100 96 44

整
式
の▲

四
則
計

算

（9）4α＋7占w5α＋ム 102 116 118 17 4 2 1 0 0

（10）6α（2α－5占）＋あ（3α－5占） 36 107 104 55 13 15 29 0 1

（1i）
3α－ム 5α－4占

5 4
34 85 96 65 35 23 21 0 1

（12）（12α2ムー6αム）÷6α占 47 107 111 49 13 8 24 0 1

（13）（3㌶＋2）（2∬－7）＋（2∬＋1）2 6 63 102 65 56 17 49 1 1

（14）（∬＋ダー2）（∬一夕＋2） 12 87 78 53 33 40 55 0 2

式
の

値

（均
αニ3，占ニー2，Cニー1のとき，ム2－4αCの値

106 108 114 13 12 6 1 0 0

（咽 3ェー2＝0のとき，9㌔－6ご－1の値 89 98 104 25 17 15 6 5 1

（17）∬＝1－ノラのとき，㌔一2㌔－ぶ＋3の値 2 8 49 11 21 62 107 91 9

因
数
分
解

（1紛14㌔－21ユダ－7ェy 7 68 90 30 20 20 83 32 10

（19）㌔＋4∬－5 3 103 110 27 15 8 90 2 2

¢¢ 6㌔－11∬－10 3 81 102 23 33 16 94 6 2

（21）㌔－2㌔＋ェy＋yz一之∬ 3 12 61 20 24 19 97 84 40

次
方

程
式

任2）4£＋3：＝－2∬＋12 86 108 117 22 12 3 12 0 0

（23）（恕誌5 82 114 114 9 6 5 29 0 1

（24）（空£苧宗＿8 52 108 100 8 12 19 60 0 1

次．

方

程

式

（Z＄㌔＝9 12 22 95 104 98 25 4 0 0

（Zゆ（3こ℃－2）（ェ＋1）＝0 12 38 113 69 59 6 39 23 1

（27）㌔－8二℃＋12＝0 8 35 116 69 、’一65 3 43 20 1

鐙勧 2㌔一3∬－1＝0 0 8 88 40 56 25 80 56 7

位¢ （㌔－ご）2－5（♂二∬）＋6＝0 0 6 47 32 30 42 88 84 31

三次方程式80）
∬3－3㌔＋4∬－4＝0 0 4 24 32 38 51 88 78 45

一不
等

次式

（31）3ェー4≧6∬＋8 17 43 99 32 47 17 71 30 4

（32）ほⅠ圭きJ3 10 42 101 12 19 12 98 59 7

哀
不

（33）（∬－2）（ェ＋1）＜0 0 17 37 37 50 59 83 53 24

（34）
出＞0

1 7 16 49 65 81 70 48 23
等
式

ぷ

（35）㌔－3こr－4＞0 0 8 20 28 49 69 92 63 31

－
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〔表3〕からわかるように，学年進行にともなって正答数が多くなっている。

計算法則は学習途上で常時用いるので，高学年になるにつれて，習熟度が増していくのほ当然

の結果とも言えるが，誤答数や無答数も少なからずある。殆んど予期した結果に近いが，誤答に

ついては，誤答の成立過程を考察しておく必要がある。

次に，誤答を分析し，誤りの過程を追究してみたい。

§5．誤答分析

誤答に論理ほない。誤答をでたらめな解答ときめつけ，究明する余地のないものとするのは軽

卒である。

誤答に到る過程にも論理ほあるほずである。

誤答する生徒の思考の中にほ，彼等なりの

筋道がある。誤ったしくみを正しいと思い込

んでいるケースがある。誤ったしくみを解明 ……三（

正答数

1

数答↓誤 数

＼ぅノ

答↓無

することほ指導上重要なことである。

このしくみを知るた捌こ，本校生徒の誤答を類別し，誤ったしくみの解明のために，誤答の内

容を分析してみた。

表中のマトリックスほ，図に示したような意味である。
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〔表4〕 誤答分析表

問 題 立 答 、誤 答
誤 答 数

′
誤 審 の 内′、客分 析

中一 中二 rP三

（1）2号×0・75－1喜÷1ふ
ヱ、
6

望
6

4 3 、2

2上告摘号の見間違い）

（1……8…）
⊥、
3

3 0 2

1喜÷1・5＝彦2×号1ニ喜（約分の間違い）
1

す
3 0 1

（主音×0・ら5－1喜）÷1・5（警警宗禦序の）
1

甘
1 4 2

2号＝2×号とした
1
す

1 2 0

÷1・5を×書とした
′呈墨
12

0 2 0

÷1・5を大畠とした

（2一書）（4）（7） （5）
「簡単にせよ」の意味の取‡）違え

（正答ではある）

（2）48－28÷（－4） 55 41 速く 9 2 48ニ7（符号の間違し∧、）

悶≡）
、■56

3 0 3 48＋7＝56（計算違い）

76 2 0 0 48－；誠7÷（－4）

52 2 1 0 28÷4ニ4（計算遠い）

（48＋7） （13）（5） （2）
「簡単にせよ」の意味の取r）違え

（正答ではある）

－5 1 0 0 （48－28）÷（－4）計算め順序のまちがい

（3）－5×（－2）－（－3）2 1 4 4 0 0
ー（－3）2＝－（－3×2）＝6

〔………1……）
19 2 2 1 ー（－3）2ニト（－3）i2＝9

または－（－3）2＝－（∬32）＝9

－35 2 0 0
－5×‡（－2）仰（一3）2‡，（－3）2＝－32

37 0 1 2
ー（－3）2＝－（－3）3

－19 0 0 2
－5×（”2）＝－10

（10－1） （10）（5）（2） 「簡単にせよ」の意味の取りちがえ

（4）3ノ盲－4㍉＋2乃w3㍉ 5ノ旨－7ヤ々 ー、個
3 0 0 α、乃＝ぷ，、㍍±ノ石二店

′＝石＝－ノ諒とした

（1……耶
－2

2 4 0 5ノ5－7ノテ＝5－7としたか？

ノ儀一押2＋ノ面－ノ宙
2 0 0

恥乃＝ぷ花としたのみ

－218
2 0 0 ノ左＝α2とした

ノ盲－7ノラ 1 2 2 3、乍ニ2、乃（符号の見まちがい）

5、乃－ノラ 1 0 2
－4、々土3ノ乍（符号の見まちがい）

7（、乃一ノラ） 1 0 2 ？

一府
1 1 0 男妄執e駕空㌘）

（5）ノ汚一府＋凋 2ノラ 0 23 11 0 ′i宮二言百1巧ラ（ノ忘±ノ盲＝ぷ謁）

（1…………；…）
－1152 2 0 0 182－502十322（、㍍＝α2）

3乃－5乃＋4乃 1 2 4 計算途中

6乃 －0 0 2 3ノ喜一5ノ夏＋4、乃＝6乃（3－5ニ2としたか？）

2、乃－ノ夏 0 0 2 ／招こ2、β

ー
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問■ 題 正 答、 誤く 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析
中一 中二 中三

（6）招一義 誓抜） 巧∧ 5 1 2 滋一義＝冴＝盲（㍍±バ＝方言石）

（……′、壬…；…）
1または－1 3 3 1 乃倍したか，通分したとき分母を忘れた

－3書
3 0 0

4一書とした。（応＝α2）

招一誓
1 0 4

（7）盲烏＋涛
立戯

2

12

一宏
3 0 0

宮㌔＋宮詣（㍍＝α2）

〔；………1；…）
1 3 0 3 議＋占（莞理化のとき分子に掛帽）

5一ノ宮冊ノラ

6－3ノ喜一2ノラ＋14
2 2 1 通分しただけ

地空
2

0 0 2 竿＋旦ヂ（書警遥遠葺き分子の符）
旦必

2、
0 0 2 竿十旦頚書警笛還葺き分子の符）

ま土血生
4

0 0 2 鷺碧＋宅蜂（不注意．′）

（8）椰一応元首i2 、0
3 5 4

ノ3＋2ノ喜一3－2ノ喜（空士紙ヾい）

（3…三…1……）
柘す 1 2 6

ノ3＋2招－（3－2招）（ご鵠紫雲喜一）
4β 2 1 0 上と同じ考え方で√を番き忘れ

2β 1 0
、15 1＋ノ喜一（1一泊）（、応＞0に注意せず）

／＼ノ‘＼／ヽノ＼ノヽ一′ヽ〈′ヽ

2痛す 0 0 4 ノき＋併β＋府て、㍍±ノ盲＝ノ表詣

1 0 0 4 ？

（2、乃） 0 0 （2） （正答ではある）

（9）4α十7ムー5α十占 ーα＋8あ ーα＋6占 5 1 0 符号のまちがい

（………日…）
－1α＋6占 4 0 0 同上と（一1）×α＝－αとせず

6ぁー5α 2 0 0 7

α＋8占 1 0 2 4α－5α＝α（符号の間違い）

（－1α＋8占） （21）（2）（0）（－1）×αニーαとせず（正答ではある）

（10）6α（2α…5あ汁粥3α－5あ）12α2－27α占叫5あ2 12α3¶30αあ＋3α！「5あ210′ 1 0 展開しただけで同類項をまとめない

（：………≡2…）〔
12α－27αムー5ム 6 0 0 すべて，旦幽等とした。

なお，左の誤答のほかに，この誤りを

したものほ（中一）では13名もいた。

≡（旨三等諒この種の誤りは合計）
12（万一27αあー5占2 2 0 0

12α2－27α占一5占 2 1 0

（6α－卜占）（5α－10ゐ）2 0 0
∬封十z几＝（ぷ＋z）（g＋乃）とした。

12α2－5あ2 1 3 3
叫30αム＋3αム＝0（30を3と見たか？）

12α2－33αムー5る2 0 2 3
叩30叫ニ3αムとした（符号の間違い）

12（五2－27α占＋5占2 0 1 2 符号のまちがい。

12α2一助8ム＋3αあー5ム2と

16 0 0

ユ2α2＋3αム＝ユ5α2占とした（5名）
正し〈展開出来たが同類 12α2＋3α占＝36α3∂とした（1名）
項でない項まで無理にま 27α占＝27α＋27占とした（2名）

とめようとした。 27α占＝3α十9ぁとした（1名）など

ー
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問 題 正 答 誤′ 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析、
中一 中二 中三

（11）呈賢垂…亘吐担4
－13α＋16ゐ

20
土ぷ辿弛

20
15 12 7 符号のまちがい

（……82壬〕
－13（王＋16占 10 10 8

分母を払った（霊鳥等式など′との）
分一母を払い，しかも符
号のまちがいをした

7 3 0

5（3α－み）－4（5α一舶） 2 0 0

通分しただけ 2 0 0

（12）（12α2－6αム）÷6α占 2α…1 2α 9 9 5 譜＝言－0とした（約分のまちがい）
エ
ム

9 2 0 （12α2…6α占）＝6αと七た

α 5 0 0 （12α2－6α占）＝6α2占とした？

1
餉、

4、 0 0 12α2w6αムニ2αとした

12α2占 3 1、 0

星訝＝∬とした（約分のまちがい）
2α－6α占 2 0 0

旦ヂ＝言－yとした
（13）（3ェ＋2）（2ェ＋7）＋（2ご＋1）210㌔－13ェー13 10㌔－17∬－13 5 20 0 （2こ℃＋1）2＝4㌔＋1（（α＋占）2ニα2十占2）

（1……耶
（2∬＋1）2＝4㌔＋1、とし，
しかも計算を間違えた

20 4 0 （α＋ム）2＝α2＋占2

（2こr＋1）2の展開に手を
つけず

9 0 0

（2こr＋1）2＝触＋2とした6 1 0

（α＋ム）2＝2α＋2あ（謂た2倍のま）
（2∬＋1）2ニ触＋1とした5 4 2

（2よ＋1）2ニ＝2㌔＋触＋1
とした

0 1 2

（2ェ＋1）2ニ4∬★如＋1

とした
0 3 0

3ご×2ェ＝6こじとした 11 5 0

（14）（ご＋封－2）（ェ一夕＋2）㌔－㌔＋4ダー4 ㌔－㌔－4 14 11 10 （α十ゐ）（c＋d）＝αC＋ムd

（……ヨ5≡）
（ェ＋封）（ぷ－y）－4 2 0 0 同 上

㌔‾十㌔－4 2 0 2 ？

㌔－㌔＋2ダー4 0 0 5

㌔－㌔′⊥4ダー4 0 0 4

㌔－㌔一触一4 0 0 3

㌔＋㌔十軸－4 1 0 2

（㌔－（ダー2）2） （0）（0）（2）（正答ではある）

一応正しく多項式に展 ユ8 ／／ 同類項をまとめるところでまちがえ
閲した。 た。

㌔＋4封一4 0 3 1 ／J

㌔－4 0 2 0 ／／

ェ2 4 0 0

0 2 0 0

－ 30
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間 濱 正 答 誤 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析
中一 中二 中三

（15）諾編1蒜窟
16 叫8 5 1 1 4ニ12（符号のまちがい）

8 3 5 0
ニき＋12（符号のまちがい）占2＝＝〝4

－17 2 0 0

？（当身竺畏一基吾㌍戸主したか）
4 1 1 2 ？

－4 0 2 0 ム2－4αC＝あ2－4（α＋c）

7、 0 0 2 ？（占2－αCとしたか）

06磁二忘竺孟違 ーユ 1 5 3 4 9㌔－6ェーユ＝（3ェ叫1）2としたか
9㌔－6ユニ3ぷとした

（1………≡…）
31 4 2 1 9㌔＝（9ェ）2

7 2 2 0 3ェ＝－2（移項のまちがい）

10喜
0 1 2

3エー2＝0→ェニ喜

（17）；だ謬竺㌶真値
√l

∂ 5叫乃 0 2 2
（1－乃）3ニ13－（∨巧）3等
（α＋占）n＝αれ＋古口

（4…81；…）
5－2招 0 0 3 各式＝ェ（㌔れ2ェー1）＋3＝∬（ェー1）2＋3

3＋、／乍 1 0 3

－1 1 0 3 全体として

（中一）計算の仕方が正しいものは1つ

もない。

（中二）計算の仕方が正しいものは殆ん
どない。

（中三）①（1－ノ雪）3の計算がまちがった
ものが多い。

②（α＋占）nニαn＋占nとしたものも，か
なりある。

7－5、乃 0 1 2

5＋2、乃 0 0 3

－1－2ノラ
0 0 2

w5 0 0 2

7叫2、乃 0 0 2

（lめ岩姦妄㌫ミズyを7方（2㌔－3ェー封）2㌔－3㌔－エy 3 、0 0 7で割った

（；喜日…喜）
2㌔－3ェーy 2 3 1 7こじで割った

7（㌔一3㌔－∬y） 1 3 3

滋14㌔叫2土∬】7y） 0 2 3

7諾（2㌔－3ェー7封） 0 1 3 不注意

7ぶ（㌔－3ぶ一夕） 0 0 2 不注意

7（2㌔肌3㌔－ユダ） 0 0 2

（畑㌔＋触叫5 （∬－1）（ェ＋5） ∬（ェ＋4）－5
5 0 0

七…；…9…）
ェ（諾＋4一書）

1 0 0

（∬＋1）（∬－5）0 5 5

（∬－1）（エー4） 0 2 2

∬＝1，－5 0 0 1 ㌔＋4ェー5＝0（方程式とまちがえる）
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問 題 正 答 誤 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析
中一 中二 中三

伽）6㌔－11ェー10 （2ェー5）（3ェ＋2）
ェ（6ェー11）－10

3 0 0

（芸書芸琵盲㌘程式とまちがえたもの）ェ（6ェー1ト碧）
1 0 0

（2∬＋5）（3ェー2） 0 18 13

（2ェw5）（3ユ：－2）0 2 0

（Zl）㌔－2㌔＋呵＋yz一之エ（∬－y）（ご＋2ダー之）（∬－y）（ご＋2g＋ヱ）0 0 2 （中一は，でたらめ）

因数分解になって

いない
20 18 8 稗の形になっていない

（22）4ェ十3＝－2∬＋12
3

∬：官
9

首
6 7 2

喜≡≡；…≡…（警警宗三きの符号の）

（；……日1喜〕
5

官
2 1 0

2

亨
2 3 0

6∬＝9→ェ＝昔

㈹（訟宗5 エ＝3，ダニw2 一方の方程式にあ
てはまるもの

6 4 4

（肝）
ちyの一方だけ正解

1 2 1

（24）（蟹£字詰－8∬ニ2，y＝－1 エ＝14，y＝－17 0 7 1 望言認諾＿32ト＝一17

（；喜…86…）
エニ2，y＝1 0 2 6 ぷを求めて，それを与式に代入してダの

倍を求めるときの符号の間違い

1
エ仙首，y＝1 1 1 3 yを求めて，それを与式に代入してェの

値を求めるときの符号の間違い

一方の方程式にあ
てはまる

2 2十（8）3＋（4）（）内の数は上例

ちyの何れかが正解 2 （2）（6）（）内の数は上例

（2勃㌔＝9 ∬ニ3，－3
・ 3 102 98 23

（……8喜）
、々

1 0 0

…3 1 0 0

±乃 0 0 2

（姻（3ェ…2）（ェ＋1）＝0 、2
エ＝亨，…1 wl 36 40 0

〔1……朋
旦
3

13 2 0

旦
5 0 0 3ユ：…2ニエ＋1としたか

2 3∬一2＝0→3こじニ2→ェ＝与
1

亨
2 1 0 ？

1 2 3 0
∬＋1＝0→£＝1

解を2つ出したもの 2 2 6
そのうち1つが正解のもの
（中一）2名，（中二）1名，（中二）3名

－
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問 題 正 答 誤 答
誤 答 数

誤 答 の、内 容 分 析
中一 中二 中三

節）㌔一触＋12＝0 諾＝2，6 2 32 41 0
∬（ェー8）＝－12として，あてはめたか

6 16 14 0 ／J

－4 4 0 0 ㌔－8こ℃＝－12→£－8＝－12

4 2 0 0 ？

20 2 0 0
∬－8－12＝0とした

避
7

2 0 0
ェー8∬＋12＝0とした

（ぷ】6）（∬－2）0 0 1 因数分解しただけ

諾＝2，4 0 0 1 ？

4士′7 0 0 1

解を2つ出したもの 0 0
上例
（2）

駿8）2㌔…3こ℃－1＝0

ェ＝旦圭茫
1 15 4 0 2㌔－3年土1＝0と見たか

（8≡8……）
－1

9 12 0 2∬一3∬－1＝0と見たか，

ェに－1をあてはめるとき2㌔＝－2とした

2 8 1 0 2ェー3…1＝0とした

主
2

2 0 0 2㌔－3こだ＋1＝0と見た

解なし 1 12 0

諾ニ1，喜
0 2 12

2㌔一3ェ＋1＝0と見た（翳禦分竿のまち）
⊥3士′抒∬＝…

4
0 0 4

解を2つ出したもの 1 0 すべて

（2功（ェ2－エ）2－5（ェ2一エ）＋6＝0

ェ＝2，－1，吐戸
2 11 11 2 殆んど答だけで，解法が示されていない

〔4……………）
－1 1 3 0 ／／

2，－1 1 3 6

（中三）で

解を1つ出したもの3名

解を2つ出したもの9名、

解を3つ出したもの3名

解を4つ出したもの13名

左辺を因数分解しただけ4名

（㌔－エー2）（㌔－エー3）正しい

（ぷ－1）（㌔－㌔【5ェー6）

（エー2）（㌔－4こ℃－3）

（ェー3）（ご＋2）（㌔－エ十1）

2，－1，二呈皇∠亘2
0 0 1

2，1，出∠亘2
0 0 4

2，1，その他 0 0 2

2，－1，；㌔
1 0 0

3 0 3 0

【3 2 1 0

－2
0 2 0

左辺が正しく因数
分解できた

（2） （3）（19）解を出すとき間違えた。
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問 題 正 答 誤 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析
中一 中二 中三

（30）㌔－3㌔＋4二だ－4＝0

ご＝2，上土戸
2 13 30 14

（2…8…≡）
7
首

2 0 0
∬－3＋4こじ－4＝0とした

1 2 0 0
ェ3を3ェとした

解なし 1 1 1 （中三）で，よを用いたもの4名

解1つ15名，解2つ9名，
解3つ9名，解4つなし

（中一）と（中二）は，すべて解1つ。
（中三）で，左辺を因数分解しただけの

もの15名（そのうち正しいもの8名）

－1，2
0 0 7

2，竿
0 0 3

（31）3二r－4≧6二℃＋8 ェ≦－4 ∬≧－4 10 26 1

（三三豆；、享l竺冒さ雪空詫言したも）

〔……8；…）
ご＜－4 2 1 0

∬＞－4 2 0 0

ェ≧喜
2 1 0

3こr－6ユ：≧8－4とし＋3ご≧4とした。
移項と符号の間違い。

（…エ≧4） 0 3 0

ェ≦4 0 1 11

ェ＝一4 1 1 1 方程式と間遠う。

伽）〈…；工芸至J3－2≦ェ＜2 ェ≧一2 3 0 0

（1三…日；…）
ェ＜2 0 3 0

2＞ェ＜－2 0 2 0

ェ＜2，∬≧－2 1 2 0

…2≦∬＜3 1 0 4

ェ≦－2 0 0 2

解なし 0 0 2

（33）（エー2）（ズ＋1）＜0 肝1くェ＜2 ェ＜2 11 18 11

（；………≡…〕
1以下 3 0 0 ∬＝1のときェ…2＜0で∬＋1＞0となるとこ

ろからか。

ェ＜－1 0 4 22
ぶ＋1＜0で十分と見たか。

ェ＜1 0 2 ′ 1 第2行目の例と同じ？

ェ＜2，エ＜…1 0 1 7

ェ＞2 0 0 3 不等号の向きを注意しなかった。

－1≦ェ≦2
l

0 0 2

－
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問 題 正 答 誤 答
誤 答 数

誤 答 の 内 容 分 析
中一 中二 中三

（34）旦㌘＞0 ェ＜0，エ＞1 ご＞1 24 38 59
ェー1＞0で十分と見た（∬＞0を前提とす）

（1三ヨ……〕
ェ≧2 7 2 0 上例と同じく

∬＜1 2 0 3

ェ＞0 0 2 1

ェ＞－1 0 0 2

0＜ェ＜1 1 1 2 dく0とした
ユ：

ト旦＞0まで
ユ：

5 0 0

ェ（£－1）＞0まで 1 0 0

㈹㌔〟3こじ－4＞0 ご＜－1，エ＞4 ェ＞4 14 12 33
㌔－3エー4＝0→∬ニ4∴ェ＞4としたか
（ご十1）（∬－4）＞0、→∬＞仙1かつ∬＞4

（2≡昏……）
ェ≧5 2 1 0

㌔－3ェー4ニ0→ェ＝4から

ェの整数値のみを考えたか？

ェく－1
1 5 1

ェ＞1またほェ＞4
1 0 0

ェ＋1＞0とェー4＞0に分けたか？

ェ＞4 0 4 1

－1＜ェ＜4 0 4 10
ェ2－3二℃一4＜0とした

ェ＞－1 0 2 5 初めの例と同じ

ヱ＝＝4 0 2 0

ェ＜－2 1 2 0
ご2を2ごとした

ご＞一1，J＞4 0 0 4

初めの例と同じ（三三去三呂）
（∬＋1）（∬－4）＞0まで4 0 0

夢

〔表4〕のように，細かく誤答の内容を検討し分析してみると，誤答にもその傾向があるよう

に思われる。単なるケアレスミスも多いが，誤りやすい計算にほ，おちこみやすい錯覚があり思

い込みがある。その錯覚や思い込みは，各学年に共通して見られ，一旦おちこむとなかなか抜け

出せないのが現状のようである。このことほ，数学を嫌にする要因でもあるので，早期に原因を

発見し治療することが計算力を育成するための重要な課題である。

今後の課題ほ，生徒がおちこみやすい誤りをModelofmiscaluculaもion としてまとめ，治療

法を研究し，数学嫌を無くしていくことである。 （以上，文責。栗原幹夫）

叫 35
－




